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金
世
宗
時
代
に
於
け
る
漢
人
の

叛
吼
事
件
に
就
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北

　

村

　

敬

　

直

　

金
の
世
宗
は
名
君
の
誉
れ
高
く
、
又
事
実
内
治
に
外
交
に
金
一
代
中
最

も
成
績
を
あ
げ
仁
が
、
而
も
趙
翼
も
指
摘
せ
る
如
く
、
其
の
治
世
中
に
は

小
叛
服
事
件
が
頻
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
吾
人
の
注
意
を
惹
く
。

　

此
等
の
叛
服
事
件
は
女
侭
人
。
契
丹
人
、
漢
人
の
三
者
に
大
別
さ
れ
る

が
、
漢
人
の
事
件
が
限
倒
的
多
数
で
あ
っ
て
、
其
れ
は
三
期
に
分
れ
る
。

第
一
期
は
大
定
二
・
三
年
で
あ
っ
て
、
此
は
海
陵
・
世
宗
雨
政
樅
の
交
替
、
對

宋
戦
優
等
に
由
る
國
を
畢
げ
て
の
擾
服
の
一
現
象
な
る
事
明
か
で
あ
る
。

第
二
期
は
大
定
九
年
に
始
ま
り
十
二
年
に
頂
胎
に
達
し
翌
十
三
年
に
終

る
。
第
三
期
は
十
八
年
に
始
ま
り
二
十
三
年
に
終
る
。
史
料
に
採
れ
ば
此

等
の
叛
吼
の
原
因
は
邪
教
の
狂
信
に
由
る
如
く
で
あ
る
が
、
此
は
支
那
叛

胤
に
共
通
せ
る
表
面
的
性
質
で
敢
て
異
と
す
る
に
足
ら
ぬ
。
然
る
に
他
方

大
定
十
二
年
を
中
心
と
し
鎧
敷
ヶ
年
は
北
安
中
支
一
１
　
に
互
っ
て
大
旱
蚊

の
綾
い
た
時
で
あ
り
、
二
十
三
年
迄
の
徴
ヶ
年
は
膜
人
所
有
地
の
括
地
問

題
の
紛
糾
し
た
時
期
で
あ
っ
て
、
漢
人
叛
胤
事
件
の
第
二
期
及
び
第
三
期

と
完
仝
に
一
致
す
る
故
、
此
を
叛
胤
事
件
の
原
因
と
考
へ
て
差
支
へ
な
か

ら
う
と
思
ふ
。

　

公
代
に
於
て
最
も
強
力
な
雌
治
力
を
持
つ
仁
世
宗
時
代
に
既
に
か
く
も

漢
人
叛
凱
の
頻
贅
せ
る
事
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

太
平
天
國
の
経
済
機
構
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波
多
野

　

善
大

　

太
平
天
國
の
城
市
と
郷
村
と
で
は
大
分
様
子
が
違
っ
て
ゐ
た
。
太
平
軍

が
城
市
を
占
領
す
る
と
、
歿
留
の
市
民
は
全
部
軍
隊
的
に
編
成
し
、
公
私

の
財
産
は
全
部
没
収
し
て
共
同
生
活
の
用
に
供
し
た
。
印
ち
城
市
は
要
塞

と
し
て
組
織
さ
れ
、
七
日
毎
の
物
資
の
配
給
を
原
則
と
し
記
共
同
生
活
が

行
は
れ
記
。
技
術
部
隊
た
る
匠
瞥
が
あ
っ
て
、
百
般
の
手
工
業
に
従
事
し

た
が
、
そ
れ
は
共
同
生
活
の
狐
の
も
の
で
、
商
品
生
炭
で
は
な
か
っ
た
。

隨
っ
て
蛾
市
内
に
は
商
業
の
行
は
れ
る
仙
地
は
な
か
っ
た
。
首
都
天
京
は

か
ゝ
る
都
市
の
典
型
で
あ
っ
ち
Ｉ
こ
れ
に
反
し
、
郷
村
で
は
郷
官
が
置
か

れ
自
由
な
生
活
が
許
さ
れ
て
ゐ
仁
。
土
地
も
天
朝
田
畝
制
度
に
あ
る
如
き

公
有
制
は
賓
施
さ
れ
ず
（
賞
施
し
よ
う
と
し
記
事
は
あ
っ
た
様
で
も
あ
る

が
）
従
来
の
私
有
を
認
め
、
そ
れ
に
庖
じ
て
徴
税
し
た
。
又
商
業
も
行
は

れ
、
城
外
の
商
業
街
の
商
人
や
此
處
に
集
る
客
商
か
ら
商
税
を
徴
し
、
又

開
視
を
取
っ
記
。
か
ｓ
る
事
は
既
に
早
く
か
ら
行
は
れ
て
ゐ
仁
も
の
の
、

初
期
に
於
て
は
掠
奪
忙
依
存
す
る
こ
と
が
多
か
っ
仁
と
思
は
れ
る
が
、
上

這
の
如
き
機
構
が
比
較
的
安
定
性
を
持
つ
様
に
な
る
の
は
、
迪
豊
十
年
間

三
月
彼
等
が
蘇
浙
に
進
出
し
て
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
太
平
天
國
は
一

種
の
職
時
統
制
紺
済
に
立
脚
し
て
ゐ
記
と
考
へ
て
よ
く
は
な
い
か
。
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哺
朧
囃
と
十
二
獣
紀
年
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡

　

崎

　

精

　

郎

　
　
　
　

青
唐
吐
蕃
に
就
い
て
は
政
治
史
的
に
、
更
に
宗
数
的
統
一
の
問
題
に
突

　
　
　

込
ん
で
論
ぜ
ら
れ
来
つ
む
。
該
族
の
大
立
物
鴫
隋
痛
(
ｒ
ｇ
ｙ
a
l
-
ｓ
ｒ
ａ
ｓ
佛
の

　
　
　

子
の
義
）
は
色
々
な
角
度
か
ら
見
て
興
深
い
存
在
で
あ
る
が
、
彼
を
通
じ

　
　
　

て
チ
ベ
ッ
ト
族
の
暦
法
の
上
に
文
化
交
流
の
事
賓
が
認
め
ら
れ
さ
う
で
あ

　
　
　

る
。
茲
に
採
上
げ
る
の
は
長
編
倦
ご
λ
康
定
元
年
八
月
奘
卯
條
に
宋
朝

　
　
　

の
使
者
劉
湊
が
都
州
の
鳴
謝
賜
の
許
へ
赴
い
た
こ
と
を
叙
べ
た
中
に
、
鳴

　
　
　

隋
楯
が
「
稀
阿
舅
天
子
安
否
。
道
善
事
則
敷
十
二
辰
脇
。
日
。
兎
年
如
此
。

　
　
　

馬
年
如
此
云
。
」
と
あ
る
記
事
で
あ
る
（
林
皿
四
誕
皿
に
匹
）
一
普
、
宋
以

　
　
　

前
の
チ
ベ
ッ
ト
族
の
紀
年
法
は
草
木
の
柴
落
、
寥
の
成
熟
を
以
て
基
準
と

　
　
　

す
る
岡
有
の
も
の
の
外
に
、
唐
毎
會
盟
碑
文
所
見
の
彝
泰
な
る
年
独
の
使

　
　
　

？
あ
三
琵
齢
勁
猛
咽
可
十
二
器
雲
に
で
Ｉ
ら

　
　
　

れ
ず
、
之
は
ト
ル
＝
族
岡
有
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
嗜
匯
喬
に
よ
っ
て

　
　
　

使
用
さ
れ
仁
所
以
を
孜
へ
る
に
、
先
づ
彼
の
出
自
炉
高
昌
磨
楡
（
Ｅ
作
）
國

　
　
　

に
あ
る
こ
と
が
ト
ル
’
文
明
の
影
響
浅
か
ら
ざ
る
を
推
さ
し
め
る
が
、
更

　
　
　

に
政
擢
獲
得
後
の
彼
の
周
関
に
同
鵠
人
極
め
て
多
く
部
州
に
於
け
る
高
昌

　
　
　

諸
國
商
人
の
交
易
著
し
か
つ
廿
こ
と
を
も
併
せ
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
チ

　
　
　

ペ
ッ
ト
の
Ｌ
ａ
ｂ
ｊ
ｏ
ｏ
ｇ
の
起
源
に
就
い
て
は
印
度
起
源
況
・
支
那
起
源
況
・

５

　
　

中
亜
（
ト
ル
つ
族
）
起
源
脆
が
あ
っ
て
未
だ
快
著
を
見
る
に
至
ら
ぬ
炉
、
＋

3

　
　

二
扱
紀
年
法
の
由
来
は
、
少
く
と
も
鳴
海
曝
９
場
合
は
之
を
ト
ル
’
族
に

求
め
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　

清
朝
に
よ
る
里
甲
制
の
販
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松

　

本

　

善

　

海

　

こ
ｉ
で
は
、
明
朝
に
よ
っ
て
創
立
せ
ら
れ
仁
里
甲
制
が
、
清
朝
に
よ
っ

て
再
び
法
制
化
せ
ら
れ
、
賞
行
に
移
さ
れ
た
年
代
の
み
を
問
題
と
す
る
。

こ
の
年
代
に
閥
し
て
は
ヽ
皇
朝
文
献
通
考
一
一
職
役
考
の
順
治
三
年
と
す
る

茂
と
同
書
一
九
戸
口
考
の
順
治
五
年
と
す
る
茂
と
の
二
つ
が
一
般
に
用
ゐ

ら
れ
そ
の
何
れ
で
あ
る
か
は
未
だ
確
定
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

　

そ
こ
で
右
の
二
つ
の
記
事
の
橡
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
鮎
を
迢
究
す
る

と
、
前
者
は
、
大
清
律
集
解
附
例
の
戸
律
戸
役
・
禁
革
主
保
里
長
の
條
の

附
例
に
基
づ
い
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
編
者
が
、
里
甲
制
に
開
す
る
記

事
を
律
例
よ
ｈ
’
採
録
し
た
際
に
、
。
こ
れ
を
律
例
の
発
布
せ
ら
れ
た
年
代
た

る
順
治
三
年
に
か
け
北
も
の
で
あ
乙
こ
と
が
判
る
。
後
者
は
、
康
煕
叉
ｕ

雍
正
大
清
會
典
の
戸
部
戸
口
・
編
審
の
條
に
見
え
る
順
治
五
年
の
題
准
に

「
凡
そ
三
年
（
ご
と
の
）
編
審
は
…
…
茜
例
を
察
照
し
て
」
と
あ
る
、
そ
の

芦
例
を
茂
明
す
る
つ
も
り
で
、
編
者
が
勝
手
に
、
か
っ
編
審
の
意
味
を
誤

解
し
て
、
大
明
會
典
に
洪
武
二
十
四
年
の
奏
准
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
掛
造

黄
冊
格
式
の
例
文
中
か
ら
必
要
と
思
は
れ
る
箇
所
を
投
薬
し
て
作
り
あ
げ

記
も
の
で
、
五
年
と
は
無
開
係
の
記
事
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
法
制
化
の
年
代
と
し
て
は
順
治
三
年
茂
が
正
し
い
が
、
そ
れ
は

形
の
上
だ
け
の
こ
と
で
、
賓
行
に
移
さ
れ
仁
の
は
、
順
治
十
二
年
の
論
告

103-
-
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に
基
づ
。
き
、
翌
十
三
年
に
ま
づ
そ
の
某
礎
と
な
る
賦
役
黄
冊
が
作
ら
れ
、

十
四
年
に
至
っ
て
漸
く
そ
の
巡
行
を
み
た
、
と
い
ふ
の
が
賞
情
の
や
う
で

あ
る
。

扶
南
の
建
國
と
印
度
の
移
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本
直
治
郎

　

今
日
の
カ
ム
ボ
デ
ヤ
は
Ｉ

扶
南
で
め
っ
た
。
扶
南
の
建
國
に
つ
い
て
、
最
も
古
い
傅
へ
は
、
三
國
の

哭
の
孫
握
の
時
、
交
州
刺
史
で
あ
っ
記
呂
岱
に
よ
っ
て
、
こ
の
國
へ
鐙
は
さ

れ
仁
康
本
加
、
帰
國
後
に
著
は
し
た
と
い
ふ
、
報
告
書
で
あ
る
。
『
太
年
御

覧
』
（
泰
三
四
七
）
に
引
か
れ
仁
、
そ
の
逸
文
な
る
『
哭
時
外
國
傅
』
に
よ

る
と
、
摂
政
國
混
液
が
、
紳
弓
の
威
力
を
雖
揮
し
て
、
こ
の
國
の
女
主
な

る
柳
葉
を
征
服
し
、
こ
れ
と
婚
を
結
ん
で
、
扶
南
國
を
建
て
た
と
い
ふ
こ

と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
「
混
淑
」
を
、
『
晋
書
』
に
は
「
混
潰
」
に
作
っ

て
ゐ
る
け
れ
ど
ブ
ｆ
れ
は
『
南
膏
書
一
や
『
梁
書
』
に
、
「
混
填
」
と
見
え

る
の
が
正
し
く
て
Ｋ
ａ
ｕ
ｎ
r
j
m
ｙ
ａ
の
對
昔
と
考
へ
ら
れ
る
こ
と
、
及
び
そ

の
本
國
な
る
「
摸
臥
」
が
、
康
泰
の
他
の
供
文
と
し
て
籍
へ
ら
れ
る
、
『
太

平
御
覧
』
（
巻
七
八
七
）
所
引
の
『
扶
南
土
俗
』
に
、
「
横
以
」
と
見
え
る
の

に
相
宿
す
る
こ
と
は
、
ペ
リ
オ
氏
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
今
や
一
般
に
承

認
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

然
ら
ば
混
填
の
本
國
を
「
摸
政
」
と
い
ひ
、
「
横
欧
」
と
い
ふ
、
そ
の
い

づ
れ
が
正
し
い
の
で
あ
る
か
、
而
し
て
そ
の
原
名
が
何
で
あ
っ
て
、
今
日

の
何
處
に
常
る
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
と
共
に
、
彼
の
本
國
を
ば
、
『
貴
書
』

に
は
尤
ゞ
「
外
國
」
と
し
て
ゐ
る
が
『
南
斉
書
』
に
は
「
激
國
」
と
書
し
、

『
梁
書
』
に
は
［
徽
國
］
と
記
し
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
い
づ
れ
が
正
し
く
、

而
し
て
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
、
そ
れ
と
視
映
國
や
横
鉄
國
と
の
開
係

如
何
。
ま
仁
『
太
平
御
覧
』
（
倦
七
八
七
）
所
引
の
『
扶
南
土
俗
』
に
従
ふ

と
、
そ
の
時
混
填
は
、
商
人
の
船
に
乗
っ
て
、
烏
文
國
を
出
帆
し
尤
こ
と

に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
「
鳥
文
」
が
今
の
何
處
に
富
る
か
。
こ
れ
ら
は

今
日
ま
で
、
學
界
未
解
決
の
問
題
と
西
で
疸
さ
れ
て
来
仁
。

　

と
こ
ろ
が
ペ
リ
オ
氏
ら
の
博
捜
に
も
拘
は
な
す
、
従
来
全
く
利
用
さ
れ

な
か
っ
た
『
水
細
注
』
（
巻
こ
所
引
の
康
泰
の
『
扶
南
傅
』
に
よ
れ
ば
。

　

「
摸
政
」
も
「
横
践
」
も
、
共
に
「
投
機
」
の
誤
寫
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

＊
Ｔ
ａ
ｍ
ｒ
ａ
＞
d
i
t
ｒ
i
]
　
Ｓ
ち
T
a
m
a
l
i
t
i
の
音
譚
で
あ
り
、
今
日
の
Ｔ
ａ
ｍ
-

l
i
i
k
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
北
「
烏
文
」
印
ち
＊
　
Ｕ
-
ｂ
ｕ
m
は
、
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Ｋ
ａ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ａ
の
北
、

Ｈ
Ｑ
ヨ
ヨ
ｒ
の
西
南
、
〇
ｒ
i
ｓ
ｓ
ａ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
仁
。
共
に
東

印
度
な
る
ベ
ン
ガ
ル
地
方
に
あ
る
。
果
し
て
さ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
『
南

有
書
』
の
「
激
國
」
は
、
賞
は
『
梁
書
』
に
「
蛮
國
」
と
あ
る
の
が
正
し

く
、
而
し
て
こ
れ
は
、
『
辞
書
』
に
「
外
國
」
と
あ
る
の
と
共
に
、
そ
れ

ぐ
「
蛮
外
國
」
の
省
略
さ
れ
た
も
の
で
、
も
と
は
混
填
が
、
扶
南
の
徽

外
な
る
措
・
袱
國
人
、
印
も
「
扶
南
蛮
外
視
扶
國
人
」
の
如
く
見
え
だ
の
を
、

か
や
う
に
思
ひ
く
に
省
略
し
て
、
種
々
に
傅
へ
ら
れ
る
に
至
っ
仁
も
の

と
解
せ
ら
れ
る
。

　

か
く
て
扶
南
の
建
國
は
、
何
處
よ
り
の
移
民
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
、



従
来
不
明
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
ｓ
に
お
い
て
そ
れ
は
、
印
度
ベ
ン
ガ
ル
地

方
か
ら
の
移
民
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ

る
に
至
っ
仁
の
で
あ
る
。
印
も
混
填
が
、
印
度
東
北
海
岸
よ
り
商
人
の
船

に
乗
っ
て
、
カ
ム
ボ
ヂ
ヤ
方
面
に
移
住
し
、
紳
よ
り
授
か
っ
仁
弓
の
威
力

に
よ
っ
て
、
土
人
の
女
主
を
征
服
し
た
の
は
、
該
地
方
よ
り
こ
の
方
面
へ

の
絃
済
的
発
展
に
俘
ひ
、
紳
や
弓
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
た
、
精
紳
的
及
び

物
質
的
な
印
度
文
化
の
優
秀
性
を
背
景
と
し
て
、
こ
れ
ら
印
度
の
移
民
の

政
治
的
発
展
を
意
味
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　

潮
海
の
中
京
穎
徳
府
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥

　

山

　

１
　

　

一

　
　
　
　

こ
れ
は
励
海
の
中
京
顛
徳
府
の
位
置
を
間
島
省
和
龍
断
の
西
古
城
に
擬

　
　
　

し
仁
考
誕
で
あ
る
。
ま
づ
文
鰍
的
に
は
唐
初
の
株
鵜
族
の
分
布
に
徴
し
て

　
　
　

慟
海
の
主
健
と
な
つ
仁
葉
末
林
靭
は
隋
代
七
部
中
、
黒
水
部
以
外
の
六
部

　
　
　

を
吸
牧
統
合
し
仁
南
方
諸
部
の
代
表
名
と
考
へ
Ｉ
建
國
者
高
王
大
祚
柴
の

　
　
　

出
自
を
推
定
し
て
、
自
立
の
地
を
間
島
省
西
部
に
擬
し
た
。
次
に
賞
誼
的

　
　
　

盛
蹟
か
ら
は
、
励
海
系
痙
物
の
豊
富
な
前
記
西
古
城
と
、
其
の
南
の
八
家

　
　
　

子
土
城
（
筆
者
の
銀
揺
）
を
指
摘
し
、
前
者
を
中
京
の
逡
址
（
後
者
を
自

　
　
　

立
常
時
の
暫
定
的
根
禄
地
）
と
臆
測
し
北
。
さ
う
し
て
西
古
城
の
プ
ラ
ゝ

　
　
　

特
に
建
築
址
が
宮
殿
の
盛
構
を
存
し
、
遺
物
を
も
つ
事
賞
を
、
や
は
り
曾

７

　
　

て
王
都
で
あ
つ
仁
東
京
龍
原
府
址
（
と
筆
者
が
確
信
す
る
）
同
省
璋
春
断

３

　
　

の
キ
泣
城
に
比
較
し
、
か
つ
此
の
二
逍
址
に
於
て
筆
者
が
第
二
殿
と
銀
将

し
た
建
築
址
が
、
上
京
龍
泉
府
址
（
東
京
城
）
の
第
五
殿
址
と
全
く
同
一

プ
ラ
ン
で
あ
る
勣
や
、
西
古
城
第
二
殿
址
出
土
の
花
文
方
塔
は
、
上
京
址

第
二
殿
址
出
土
の
有
名
な
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
鐙
し
て
、
其

の
性
格
を
明
か
に
し
た
。
な
ほ
中
京
頚
徳
府
が
高
王
以
来
、
文
王
の
上
京

に
遷
る
ま
で
、
引
績
い
て
の
王
都
で
、
治
所
は
顧
州
に
あ
っ
た
と
し
た

通
説
に
對
し
て
も
、
穎
州
が
「
天
有
中
王
所
都
」
と
い
ふ
句
の
解
憚
か
ら

は
、
中
京
の
治
所
と
顔
州
と
は
別
地
と
す
べ
く
、
願
州
は
天
賓
年
間
一
時

王
都
で
あ
っ
む
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
並
に
中
京
願
徳
府
の
治
所
は
恐
ら
く

管
下
六
州
の
首
州
仁
４
盧
州
て
は
な
か
っ
た
ら
う
か
と
い
ふ
こ
と
を
附
言

し
た
。

　
　
　
　

唐
代
の
行
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

那

　

波

　

利

　

貞

　

漢
字
の
名
誹
に
は
普
通
と
特
定
と
の
二
意
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
仁

意
義
の
時
代
的
鍵
逼
も
あ
り
、
唐
代
の
行
人
は
此
の
特
定
的
時
代
的
意
義

を
有
す
る
も
の
と
し
て
珍
ら
し
く
且
つ
庶
民
生
活
の
一
端
を
示
す
も
の
と

し
て
も
史
の
侠
け
た
る
を
補
ふ
も
の
と
し
て
貴
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
行

人
の
特
定
的
意
義
と
し
て
普
通
に
諒
解
さ
れ
る
も
の
は
『
周
謄
』
秋
官
や

『
明
史
』
に
見
ゆ
る
大
行
人
・
小
行
人
・
行
夫
・
行
人
司
の
行
人
な
ど
で
、

朝
競
聘
開
の
官
名
で
あ
る
。
然
る
に
佛
國
々
立
圖
書
館
所
蔵
鰍
煌
文
書
第

貳
八
七
七
狭
紙
背
及
び
同
第
參
○
七
〇
狭
紙
背
に
『
行
人
韓
帖
』
と
題
す

る
個
章
が
あ
り
、
そ
の
文
面
よ
り
見
る
と
、
此
の
行
人
は
朝
観
聘
問
の
‘
官

- 105-
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の
意
に
て
は
解
し
徐
く
、
種
々
考
蚕
の
結
果
は
之
は
行
夜
人
の
略
稗
ら
し

く
、
夜
禁
行
夜
の
制
の
行
夜
の
職
役
を
價
ふ
人
々
の
組
合
で
あ
る
。
支
那

に
於
け
る
夜
禁
行
夜
の
制
は
共
い
縁
山
甚
灯
古
く
、
既
に
周
借
に
司
案
氏

の
官
あ
り
、
唐
代
に
於
て
も
首
都
は
左
右
金
吾
厦
大
将
軍
の
指
揮
の
下
に

金
吾
衛
所
腸
の
吏
卒
が
ご

ら
れ
仁
る
衛
士
加
、
そ
れ
ぐ
此
の
任
に
常
り
し
こ
と
『
大
唐
六
典
』
其

の
他
に
見
ゆ
る
通
-
£
r
＼
で
あ
る
。
但
、
従
来
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
官
の
吏
卒

が
此
の
任
に
富
る
こ
と
の
み
に
し
て
、
民
庶
大
衆
が
如
何
に
之
に
參
艇
し

て
ゐ
た
か
は
令
然
知
ら
れ
て
居
ら
な
か
っ
た
。
然
る
に
茲
に
此
の
民
間
文

ボ
ロ
ル
ト
リ
と
ジ
グ
メ
ナ
ム
カ

　

一
昨
年
だ
っ
た
か
蒙
疆
の
江
宜
君
か
ら
ボ
ロ
ル
ー
ト
リ
の
寫

本
を
見
せ
ら
れ
仁
の
で
、
早
速
副
本
一
通
を
移
寫
さ
し
て
貰
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
然
し
て
こ
の
寫
本
は
完
本
で
な
い
の
で
、
つ

い
熟
読
も
研
究
も
ま
だ
し
な
い
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
江
君
は
少

し
不
満
で
あ
る
様
に
聞
い
た
。
さ
う
云
っ
て
も
ボ
・
ル
ー
ト
リ

と
同
じ
様
な
名
の
も
の
が
他
の
解
題
に
出
て
ゐ
て
も
、
他
本
は

少
し
も
見
ら
れ
な
い
ん
だ
か
ら
、
僕
な
ん
か
に
は
さ
う
簡
草
に

手
が
着
け
ら
れ
な
い
。
さ
う
云
ふ
も
の
の
暇
が
出
来
た
ら
や
っ

て
見
仁
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
何
し
ろ
僕
の
見
得
る
唯
一
の
も
の

な
ん
だ
か
ら
大
い
に
開
心
は
持
っ
て
ゐ
る
ん
だ
。

　

先
日
満
洲
の
西
嶋
芳
郎
君
か
ら
ジ
グ
メ
ナ
ム
カ
の
蒙
古
佛
散

史
の
蒙
文
本
が
満
洲
で
出
北
と
の
話
を
聞
い
た
。
ジ
グ
ｚ
ナ
｛

カ
が
佛
散
史
を
西
蔵
交
と
蒙
古
文
と
で
書
い
仁
と
云
ふ
事
は
フ

ウ
ト
の
刊
本
で
分
っ
て
は
ゐ
た
が
、
蒙
古
文
の
存
在
は
不
明
で

書
の
在
る
に
嫁
り
て
中
唐
の
牛
以
来
、
庶
民
間
に
自
主
・
自
治
・
自
衛
的

精
紳
が
旺
盛
と
な
り
で
自
主
的
に
自
警
固
を
組
織
し
、
官
の
吏
卒
の
任
務

逡
行
の
補
助
機
関
と
し
て
、
或
は
郷
里
の
聚
落
の
自
警
團
と
し
て
進
ん
で

社
會
秩
序
の
維
持
に
努
め
た
る
こ
と
を
知
り
得
仁
る
詳
で
、
坊
巷
住
民
親

睦
組
合
の
存
在
を
示
す
『
１
　
司
韓
帖
』
村
里
農
家
の
自
治
的
潅
漑
組
合
の

存
在
を
示
す
『
県
人
韓
帖
』
と
此
い
『
行
人
韓
帖
』
の
三
民
間
根
本
史
料

は
中
店
の
中
期
以
後
の
時
代
的
趨
向
的
、
思
想
的
に
一
連
の
脈
絡
を
有
す

る
も
の
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。

あ
っ
仁
。
西
蔵
文
本
も
希
叡
書
で
あ
り
フ
ウ
ト
刊
本
す
ら
珍
し

く
な
っ
て
我
閥
で
覆
印
及
び
邦
詳
さ
れ
る
に
至
っ
包
が
、
蒙
古

文
本
が
傅
世
し
て
ゐ
て
登
見
さ
れ
仁
の
は
楡
快
な
事
で
あ
る
。

た
ゞ
最
も
遣
憾
と
す
べ
き
は
、
我
が
盟
邦
満
洲
國
内
で
此
の
本

は
登
見
さ
れ
仁
に
も
拘
ら
ず
、
ど
う
や
ら
某
欧
洲
國
人
の
手
に

落
ち
て
ゐ
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
誰
の
手
に
落
ち
北
と
し
て
も

致
方
は
な
い
が
、
せ
め
て
副
本
の
一
通
を
我
國
に
留
め
た
い
も

の
と
思
ふ
。

　

蒙
疆
や
満
洲
で
続
々
と
い
ろ
ん
な
蒙
文
書
類
が
印
行
せ
ら
れ

て
ゐ
る
様
だ
。
そ
れ
は
至
極
結
構
な
話
で
あ
る
炉
、
我
等
な
ん

か
に
は
中
々
見
ら
れ
録
い
の
で
あ
る
。
こ
わ
等
の
も
の
の
流
傅

が
便
利
に
な
る
様
に
希
望
に
堪
へ
な
い
。
現
地
で
研
究
し
て
来

仁
ら
い
ｒ
様
で
あ
る
加
、
そ
ん
な
便
利
の
な
い
も
の
に
は
致
方

も
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
我
國
で
も
此
等
を
研
究
す
る
に
便
利

で
あ
っ
て
も
艮
さ
さ
う
だ
。
否
、
我
國
で
本
富
に
研
究
出
来
る

様
に
す
べ
。
き
だ
と
信
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
石
演
孤
寂
）
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